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らの 力 に よっ て,あ さ って の 日曜 日の

朝 には,皆 さんの た め に,そ の 美 しい

礼 拝 堂が 元 の状 態 に戻 され,礼 拝行 事

の準 備が 整 え られ る ことで し ょう。 わ

た しは失 われ た もの を 回復す るた め に

協 力 して働 い て お られ る皆 さん一 人一

人 に感 謝 して い ます 。 まだ なす べ き仕

事 は数 多 く残 っ てい ます 。 時 聞 もた く

さんか か る こ とで し ょう。皆 さん が そ

の働 きに よって 主の 祝福 を受 け られ ま

す よ うに。｣

ヒ ンク レー 大管 長 は次 の よ うに も語

った。｢兄 弟 姉妹 の皆 さん,主 は皆 さん

の命 を救 われ ま した。 こ の こ とに皆 さ

ん は どれ ほ ど感謝 す べ きで し ょうか 。

わた した ち は祝福 され て い ます。 確 か

に,こ れ か らつ ら く困難 な 日々が 続 く

こ とで しょ う。 また,つ ましい食 事 し

か取 れ ない 欠乏 の 日々 を多 くの人 が 経

験 す る こ とで しょ う。 しか し,古 着 な

が ら,質 の 良 い衣類 が あ ります。 病 気

の広 か りを押 し止 め る 薬 もあ ります 。

皆 さん はあ らゆ る こ とか ら回復 で きま

す。 最終 的 に は,泥 か取 り除か れ,す

べ てが清 掃 され,こ の 出来事 も過去 の

思い 出 とな る 日が来 るこ とで し ょう。｣

11月21日 の 土曜 日の朝,ヒ ンク レー

大管 長 は ホ ンジ ュ ラス の テグ シ ガルパ

に あ る屋 外 フ ッ トボー ル競技 場 で,約

7,400人 の人 々に こう語 っ た。｢わ た し

た ち は 自然 が猛 威 を振 る う と きに,人

の力 が い か に無力 か を知 ります。 ほ ん

と うにわ た した ち は無力 です。 わ た し

た ち人 間 にで きる こ とは少 し しか あ り

ませ ん。 わ た した ちか悟 った こと

そ れ は結 局の ところ,わ た した ちは 〔神

ホンシュラスのテ クシカルパ かハリケーン ミ ッチ によ り受 けた被 害。

写真/ニ タ ハンターの厚意により掲載。

に〕信 頼 を置 き,そ の 戒 め に従 って 歩

ま な けれ は な らな い とい うこ とで す 。

これ こそ唯 一の 安全 な道 な ので す。 こ

の よ うな災 害が 全 世界 で いつ ど こを襲

うの か わた した ちに は見 当が つ け られ

ませ ん。 この度 の 経験 を踏 ま えて,わ

た した ち は主 に さ らに近 く生 活 し,主

の祝福 に も っ とふ さわ し くな ろ うで は

あ りませ んか。

教 会 はハ リケ ー ンに よ って荒 廃 した

中央 ア メリ カの諸 地域 に,船 や 飛行 機

で大 量 の救 援物 資 を輸送 し ま した。 援

助 を した い と望 む会 員 の 皆 さん に は,

教 会福祉 の現場 で労働 奉 仕 した り,デ

ゼ レ ト産業 を通 して物 資 を寄 付 した り,

断 食献 金 を納 め た り,教 会 の 人道 的救

援 活動 基金 としてお 金 を寄付 した りす

るこ とを教 会 で は奨励 してい ます。｣

年間国際管理者賞

ヒ ンク レー大管

長 は11月6日,ブ リ

ガム･ヤ ング大 学

マ リオ ソ ト経 営 学

校 か ら年 間 国際 管

理 者賞 を授 与 され

た 。 この授 賞 式 で

ヒ ンク レー大 管 長

澱w灘 は,｢教 会 の批判 者

ホンシュラスのコマヤケラて 八リケーンの生存者は

破壊された水道管から流れる清潔な水を用いることかてぎた。

は,こ の教 会 が 一

大 ビジ ネス機 関 に

リアホナ/1999年4月 号

z

な っ た と批 判 して い ます｣と 述 べ た。

｢次の こ とを強調 させ て いただ きた い と

思 い ます 。霊 的な事 柄 が この世 的 な事

柄 に取 って代 わ られ る こ とは今 まで一

度 もあ りませ んで した。 実 は,こ の二

つの もの は両立 す る ので す。 この世 的

な事柄 は霊 的 な事柄 を達 成す るた めの

手段 と方法 を提 供 して くれ るか らです。

実際,こ の二 つの もの は まっ た く同 じ

もの なので す。｣教 会か 払 って きた多岐

に わた る努 力 につ い て言 及 した後,ヒ

ンク レー大 管長 は次 の ように指摘 した。

｢わ た したち は年 間300か ら400を 超 える

建物 を建 築 して い ます 。 それ で もわ た

した ちは遅 れ を取 って い ます。 わ た し

た ち は もっ と努力 して建 物 を建 て なけ

れ は な らない の です 。 も し教 会員 が教

会 の 中で 成長 しな けれ は な らな い とす

協 力 し合って 二力ラ クアの集会 所に

救援物資 を運 ふ会 員たち。

写真/ニ タ 八ンターの厚意により掲載。



ε

∠一五=･壬一4壬

ぷ　　　　　
ず｢
藩
衛
舞
馨

灘
難

難
譲
難
鼎錘

懇
璽
難

響

醐
酬羅
㎜譲

㎜醐
肝羅
羅
羅
羅
㎜鵬
聾
…鵬
鰯
晦
膳躍
鯉
籔
籔
難
籔
瓢
冊罵
羅
蟹
鰐
羅
鰯
…鰯
篇
縦柵
漁
鰯
脚
載
蟹
鑑
撚
載
蝦
鐵
鼎棚
…羅
薦
蕊
田観
覇
…鰹
灘
撫
鞭
㎜聴
瓢

蔦…一漸甑
喩

□｢09アつ32コ9季智コ1

9粟き字穿封当(〃理覇;～粟i華聖(∂v
ツかへれ

簾尋竈申*⑦コ`鉱2⊇身喜孝嬢Y

幸(ラ目`つ耳生3暴諸申孝(∂肚fY團レ

Q一臥季算粟94(黙¢掛辮尋寒:¥写1⊃1

ケ身:9r算粟Y毒⊃1明脂事⊃1摺職1

。曳へ鼻鐸〉}つコ匹ア

9身き叫群曽琴権4勲憂孝→く～ぐ

4箆く丁`コ⊥(∂婁纂(∂吾琴導辮

鮨¥倒一ム/4一善Y判講鍵⑦ξ芒

猶由孝。享ユ⑦(》99射⊃1是婁昌季を

携距(∂}ン喜(∂峯難罪1聴掌(ρ穿景

姻導(∂コo卒皐q穿}つ4覧へ婁宙

摯町単(∂》髪↓闊罐`コ(潔4(∂ケ享

9尋コq賜畔尋ξ諭暫膨(∂蕎差写1立

一6/(}慕踵麗率雷歪易等灘4季

o.喜罫へ蛸雲蓄コ畢¥k製緋猶鰍尋

峰阜`累1号誓埋穿鼻Y蟷尋昊;翔母

。ゑ準tへ旦孝聖狛劇巨射尋盟中:¥`型

臨i翠一`⊃ウ彰軽母々阜窪れ審鼻Y婁百

孝晃櫓母}(圏艇`マ準。享季塁弘

Y顯).Q萸縁一〃く牙慕2刷呈率重主

鳥考灘`掌1斡暑kへ尋立(享射畔尋暴;

;猶申き⑦{ク目麟o喜馨つ(汐鰯畔⊃19

ア9尋コ曳へi尋鉢⊃悼2(∂¥謁⑦嶺

申孝}つ士Y孝暴緒申き⑦音目鰯`⊃1

響暑⑦首等灘(∂二)心!享管焔)f骨憂

尋寸/(メr4量箆･ぐ丁アγ44つ4儲｣
。9(4"q畔2⑦⊥鷺翠{量図(∂

鯛是4し(聖⑦晦興立勲丹日9目OI

毅翻翻ζ麗馨重:¥ γ舜･へ吾

　　難
鷺
鑛
…轟

滋
雛
撫
響
卿
羅
瀞
購
驚
鼎
冊鞭
鼎
鋸
務
灘
齢
蝿
蕪
鰯
麗
謙
柵撒
綴
羅
鐵
鼎輩
難
鮒
欝
鵜
無
韻
…蝦
羅
滞
謙
懸
蝋
撚
照
蕪
鼎難
刑

隔

欝

尋伽辮バ

萎

嚢

嚢

ll

ll
義l

l携圭1灘薩制1認 軸.翻耀｢ ㌣燃懸騰一撫撫聯照彗鰯難一繊階叩

□。}/4r44誕必24一×口d

レく一昼ω×4τぐく宰㌧く誕千ム⑦孟

誕44コ`よヨゴ夢4r窯トト困/(ζ1-rlr

`織･ぐヨr壬ムr足トトr孟=護一y`/1r～ば

一r【誕肝一益髪4口4×一∠目II

。∫44肝身∠

rL髪`ン譜64孤匙工β1卜優一E一τ

コ`一〃×一4･=～寸.くヨヨry`4r〕マ4･

一ロトト伝!な尋一τ壬吾ム`く員ル42

く寸∠rl-yl軒寸･く}一y財OI

。く寸×一τ

31庫×一在歩4`･ぐ寸/1rミvl卜r孝r【〃く

客`一髪婆44:孤yみ;～4r一｣ζr【寸く

を跡4んy4`一r虻ydイトトトr字r比〃く

名`誕レ=身4･脳y→コム`一益ン々ぐ

/1陥/(ムエ壬4×春`/(→くま説工'需

養!森自,ム×4w〃一y･1r孟`ぐ一償ぐ

×･ぐrL､乙;～一》一4/こyトトf孟a･ぐ口広

･τ4!な♪必rl訴(∂滋一呑4目8.

。凶rd42卜錘よa/(ロ広

･τ4!コ身嬰rl､ム⑦誕一呑49∠

oく→×/1
.乙

⑦×r足吉ン㌔ムー匙τβ(∂×ン×`4

4rム4･ぐζ1乙(∂!なンd`r1き/(∂×く4

乙`丼く4→一藷トトf/(身～ζ冒9

。〃･く4寸よ1卜伝ぐ
｢渥β臼9

。4-Ei一τコ1卜μ:一E一τ

コ`×yくロ広!卜律をv名目セ

。ζンム4硲小r4-Ei一

τコ`×/1よ乙織一諏一τ4`ムム壬

`♪4
.4くま`よr【寸4a織一箆一τ4

`く素/1`/(字/1寸`6vζ認よ誕`く

4堀r皇一4:`/(罫/1。ム客縄一汐一τ4

`E-4缶4`丁(∂広4ギr目ε

。誕一y×4ん4ト1並*汐2よ

`よ♪4ム⑦法/1ry建4`,く4〃ムー

｣9`くy一箆`誕一き∠×婁VIヨ⑦国肚

¥4r1乙よ単`4一ζ》⑦丁ムy･ぐ養

`aロンー呑(o堀コ4`44よ(∂一益一μ

`4一広一v寸一藷(∂よr【丁漆髪一呑`×

ム/1硲∠×4(∂留身呈よn手4`×4!なよ

ム6v(∂ル4一広×y一∠冒z

o9禦立(が》マン那コ亘II旧尋劇鰐

尋(曇畔(∂智易¥一44/(71`寒翻母ト庫

〃て`判⊥灯04つ囲鯉尋認竈日¥⑦

匠呈繍∴瀦:駄61

耽4鉢鯉さ¢讐暴:¥:一!14!:コ

=,…駐8661

09⊇≠曽琴曾.巨`1仔平♪⊇麟⑦｢19團思要励蛋罐

@⊇∫!Σ卓融2量]晃輪鶏⑦/=一4∩v

□｢。享･≦).ω曾n耳シ4kへ響【へ尋(李6⊃3
`}σ:fコ2コe葎母厚髭尋粟Ψ毛脅詳

つφ9摯｣04σ墨9コ}毛囎準譜暴:¥:

一44<71｢o,倶).【へ轄尋鼻Ψ>2⊃短

2γ劉劉【へ蟹(∂劇Y4穿劃2制Y尋

》駆財。享鉱(∂尋裂産(∂申き4(盈慰蓼羽,

罷担qつ(ラ勲幸9尋ぞ身マ嬢i副`掌1穿

4つ49｣。4y簸⊃19f(∂玖`つ孝灘

躍⊃喉1母事轟⑦YOOO`Z旦Z触fl着鳥¥

一44くコ`ユ4r一ρ屋4一率ン忌藁¥

誕/f2塾･ママ≧〔r[。乙(∂[≡101目'II三捗8661

4f4E4一富♪壬壽:¥ρ!:4･▽μn`

｢。ツ吾準Q尋津醇勲駆¢働爵`津1算



伝道活動および活発化の活動に役立っ家族歴史センター
二使徒定員会会長代理であるボ

十イ ド･K･パ ッカー長 老 は1998年

11月8日,教 会 の衛 星 放送 シス テム を

通 じて放 映 され た家 族歴 史 の番 組 で次

の ように語 った。｢わ た した ちは今 よ り

は るか に,家 族歴 史 セ ンター を伝 道 に

活用 で きる はずです 。｣家 族 歴 史セ ン タ

ー は重 要 な場 所 で あ る。 そ こで は教 会

外 の 人 々 と共 通 の きず な を持 て るの で

あ る。 そ れ は どの よ うな きず な であ ろ

うか。 家族 とい う きず な であ る。 人 々

が セ ン ターへ足 を運 ぶ の は,家 族 に 関

心 を持 ってい るか らであ る。

番 組 で は ほか に,七 十 人会 長 会 の ト

ッ ド･D･ク リス トファーソ ン長老 が次

の よ うに述 べ た。｢家 族 歴 史は明 らか に
あがな

死者を蹟うための非常に重要な道具で
の

す が,福 音 を宣べ 伝 え,教 会員 を強 め

る うえで も重 要 な役 割 を果 た します。｣

神権 指 導 者,家 族 歴 史 セ ンターで働 く

人 々 お よび宣 教 師が わず か な調 整 を行

えば,家 族 歴史 を改宗 や新 会員 の定着,

そ して あ ま り活 発 で ない 会員 の 活発 化

の 道具 と して用 い るの は 困難 で な い。

ク リス トフ ァー ソ ン長 老 の語 った こ と

に よる と,宣 教 師 は現 在,求 道 者 に福

音 を紹 介 し,改 宗 者 が重 要 な福 音 の活

動 に携 わ り,あ ま り活 発 で ない 会 員 を

励 ます 手段 の 一つ と して,家 族 歴 史 を

用 い る よう訓 練 を受 け てい る。 現 在教

会 は69か 国 に3225の 家 族歴 史 セ ンター

を設 けて い る。 ■

第5回 教会国際芸術コンテス ト出展作品募集
ル ト レ ー ク･シ テ ィ ー の 教 会 歴

ソ史 美術館 主 催 に よる第5回 国際 芸

術 コ ンテス トで,世 界 中 の末 日聖徒 か

らの 出展 を募集 中 で あ る。選 ば れ た作

品 は2000年 の3月 か ら9月 まで同博 物 館

に展示 され る。

歴 史美術 館 館長 の グレン･M･レ オナ

ル ド兄弟 は,コ ンテ ス ト開催 と『モ ルモ

ン書』とい う今 回のテ ーマ を発 表す る に

当た り,｢末日聖徒 の芸 術家 たちが信 仰 と

芸 術 とを携 え,『モ ルモ ン書』の歴 史だ け

で な く,そ こに書 か れ た有 名 な物語 や

福 音 の教 え を表 現 して くれ る よ うに願

っ てい ます 。 『モ ルモ ン書 』に書 か れ た

､テーマ,価 値観 教 義,ま た物語 な どを

探 求 した作 品 を募 ります。｣レ オ ナル ド

兄弟 は また,『モルモ ン書』を世 に出 した

ジョセブ･ス ミスの役 割 を表現 した もの

や,世 界 中の人 々の生 活 に｢モ ルモ ン書』

が与 える影 響 につ い て思 い 巡 らす作 品

な ど も考 えて ほ しい と語 った。

応 募 資格 は,プ ロ,ア マ チ ュ アを問

わず,12歳 以上 の末 日聖徒 。12歳 か ら

18歳 まで の作 品 は別 に審査 され る。

第1次 審査 は,作 品 のス ライ ド,ま た

は写 真 で の選 考 となる。 北 ア メ リカ地

域 の居 住者 は,作 品 の ス ライ ドや写 真

を1999年ll月22日 まで に ソル トレーク･

シテ ィー の歴 史美 術館 に必着 。 北 ア メ

リカ以外 の居住 者 は,1999年10月22日

まで に最寄 りの教 会 配送 セ ンター に必

着 で 送付 す る。 そ こか ら二 括 して博物

館 に郵送 され る。最 終 審査 に残 った作

品の作 者 には,作 品 を歴 史 美術 館 に送

る よ う に通知 され るの で,2000年2月

14日 ま で に歴 史 美 術館 に必 着 の こ と。

最 終 審査 で選 ばれ なか った作 品 は返 送

され るが,ス ライ ドや 写真 な どは返 却

され ない。

数 多 くの応 募 が予 想 され るが,お よ

そ200点 が 選 ば れ,展 示 され る。 傑 出

した作 品 には,'.20までの賞 が用 意 され,

各500ド ルが贈 られ る。 また,受 賞作 品

は歴 史美 術館 の常 設作 品 と して購 入 さ

れ るほ か,歴 史 美術 館 を訪 れた 人 々の

投 票 に よって上位3位 に選 ば れた作 品 に

は,さ らに500ド ルが贈 られ る。

過去 に コ ンテ ス トに出展 され た作 品

は,キ ル ト,刺 し ゅ う,織 物,陶 器,

陶磁 器,装 飾 品,木 彫 り,写 真,金 属

細 工,陶 芸,デ ッサ ン画,版 画,絵 な

どが あ る。｢様 々 な文化 芸術,伝 統 美,

芸術 手 法,様 式 を歓 迎 します｣と レオ

ナル ド兄 弟 は語 る。 作品 は,1997年1月

1日 以 降 に完 成 した もので,長 さ182セ

ンチ以 下の もの に限 る。

出展 要 項 と申込書 は,教 会歴 史美術

館(45NorthWestTempleStreet,

SaltLakeCity,UT84150-3810,USA),

ま たは最 寄 りの 教 会配 送 セ ン ターで 入

手 で きる。 □

ロシアの聖徒,韓 国ソウル神殿を訪問

｢り こに い る と,心 に 感 じるの は平
｣安 だ けです 。｣ロ シア･ウ ラ ジオ

ス トック支 部 の ウ ラジー ミル･ネ チポ

ロ フ支部 長 は,韓 国 ソ ウル神 殿 を訪 問

した6人 の ロ シアの聖徒 た ち全 員の気 持

ち を代 弁 して語 った 。 小 さな一 行 は,

自分 自身 と先祖 の エ ンダ ウメ ン トと結

び 固め を受 け るた め に,ロ シ ア東岸 の

ウ ラ ジオ ス トックか ら韓 国 の首都 まで

の道 の りを旅 した。 ウラ ジー ミル･A･

ネ チ ポ ロ フ と妻 の エ レー ナ･V･ス ピ

リアホナ/1999年4月 号

4

リ ドノバ,ス ピ リ ドノバ姉 妹 の母 で あ

るベ ー ラ･A･ホ ダ コバ,そ して ビ ク

トル･V･ウ ソ フ と妻 のナ ター リア･

N･ズ ボバ と娘 の マ リー ナ･V･ウ ソ

バ の6人 で あ る。

ネチ ポ ロ フ支 部 長 夫 妻 は,す で に

1994年 に,オ レゴ ン州 ポー トラ ン ド神

殿 で 自身の エ ンダウ メ ン トと結 び 固め

を受 け てい る。 今 回 の韓 国神 殿 訪問 に

つ い て彼 はこ う語 った。｢神 殿 の 中で儀

式 を受 けて い る と き,実 に特 別 な気 持
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●第1日 曜 日の扶助 協 会 での レ ソス ン。

これ には福 音 を教 え るの が含 まれ る。

また,姉 妹 た ちが 家族 と福 音 を分 か

ち合 うため の アイ テ ア を加 える こ と

もで きる。

●ホ ーム メー キ ングで ほか の活 動 に加

え て,定 期 的 に次 の よ うな事 柄 を分

か ち合 うこ と もで きる。家 庭 の 夕べ

の アイテ ア,聖 文研 究 のた めの提 案,

効 果 的 な家 族歴 史 の活 動 や家 族 の伝

統 的活動 を行 う方 法,家 庭 で福音 を

教 え るため の ア イテ ア,神 殿 参 入 に

備 えるた めの アイ テア。

福 音 の教 義 を学 び教 え るな らば,わ

た したち に義 が 映 し出 され,喜 びが増

し加 え られ る よ うに

な る。 同時 に,す ば

ら しい教 育 が 行 わ れ

る場 を確 立 す る よう

に努 め た こ とに もな

る。 そ の ような場 所

で子 供 た ち は,義 に

か ない 健 やか に育 っ

て い く。 こ の よ うな

家 庭 と教育 の場 を確

立す る よ うに努 め る

女性 こそ,困 難 な 世

の 中 を照 らす 光 と し

て大 い に必要 と され

るこ とであ ろ う。 □

魑

脚畿鑑

補助組織の会員の心得

調和の取れた若い女性のプログラムは家族を強める
中央若い女性会長会

い女性の指導者は,調 和の取れ

若た 若 い女 性 の プ ロ グ ラム を提 供

す る こと に よ り,家 族 との関係 の中 で

若 い女性 を強め る こ とが で きます。

μ曜 学校 の レ ッス ン。新 しい 『若 い

女 性 資料 ガイ ト』 が毎 年作 成 され,神

権 指 導者 を通 して 配布 され ます。 この

ガイ ドには,1999年 度 の教 師 用手 引 き

『若 い女性3』 にお け る 日曜 日の レ ソス

ン を最新 の もの とす るた めの 資料 が 含

まれ て い ます 。 この ガイ ドの 中 で紹 介

され て い る資料 は,一 般 に入 手 で きる

最 近 の教 会 出版物 の中 か らの引 用 です。

この ガ イ ドは,日 曜 日の レ ノス ンを教

え る順 序 や提 案 され た参 考資 料 の応 用

の仕 方 につ い て も どの よ うにす れ ば よ

いか提 案 して い ます 。

ミュー チ ャル 。変 化 に富 んだ ま たバ

ラ ンス の取 れ た活動 を行 うこ とで,若

い女性 が 釣 り合 い の取 れ た人 間 に成 長

す る手助 けをす る ことが で き ます 。 そ

の よ う な活 動 の 中 に は,奉 仕,手 芸,

音 楽,ス ピー チ,ド ラマ,ダ ンス,文

学,絵 画,キ ャンプ,ス ポー ツ,体 操,

｢成長す るわた し｣の プ ログ ラムな どが

あ るで し ょう。この よ うな活動 に よ り,

若 い女 性 は才 能 や技術 を伸 ば し,よ い

音 楽や 文学,絵 画 の価 値 を理解 で きる

よ うに な ります 。若 い女 性 の指 導 者 は

必 要 な と きにス ペ シ ャ リス トに依 頼 し

て助 けて も らうこ と もで き ます 。

ん成長 す るわ た しノ。新 しい手 引 きで

は,若 い女 性 の霊 的成 長 を助 け るに 当

た り,両 親 を援助 す る とい う指 導 者 の

役 割が 強調 され て い ます。 子供 に対 し

て まず第1に 責任 を持 ってい るのは両親

で すが,彼 らは個 人の祈 り,聖 文 の勉

強 とい った個 人 レヘル の宗 教行 為 を奨

励 す るた め に｢成 長 す るわ た し｣の プ

ロ ク ラム を用 い るこ とが で きます 。

この ような宗 教行 為 を通 して,若

い女 性 はサ タ ンに対 抗 で き る よ

う に強 め られ,よ り堅 固 な家 族

関係 を築 くことか で きるの です。

｢成長 す るわ た し｣の プ ロ グラ ム

を使 うこ とに よ り,父 親,母 親,

あ るい は また両 方 は,娘 か 目標 を

設 定 し,目 標 に取 り組 み,さ らに は

自分 た ち の経 験 を報 告 す る の を助

け るこ とが で き ます。

催 し物。年 毎 の催 し物 を通 じて,

若 い女性 の指 導者 は両 親 に対 して,
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家庭 の 中 で義 に か なっ た指 導力 を強 め

る方 法 を教 え,彼 ら を助 ける こ とが で

きます 。両 親 は,若 い女 性 の活 動 が家

族 の活 動 を支 え補 足 す る うえ で最 も良

い方 法 を若 い 女性 の 指導 者 に提 案 す る

とい う方 法 で,指 導 者 を援 助 し ます 。

若 い女性 の指 導者 は,家 族 の スケ ジ ュ

ー ル と過 度 に重 な るこ とのない ように
,

各週 の一 晩だ け を使 って活 動 や催 し物

を計 画す るよ う努力 す べ きです 。■

獅
恵
嘉

講
慧羅
雛
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福 音 を教 え,指 導す る うえで最 も重

要 な場 所 は,家 庭 で ある(モ ー サヤ4:

14-15;教 義 と聖約68:25-28参 照)。

日曜 学校 の組 織 は,日 曜 に集 い福 音 の

原 則 を簡 潔 に学 ぶ 機会 を提 供 す る こ と

に よ り,ま た家族 と個 人が聖 文 を学 び,

戒 め に従 い,儀 式 を受 け,彼 らが主 と

交 わ した聖 約 を守 る よ う励 ます こ とに

よっ て各 々の家族 を助 ける。

1999年 は,今 後 の新 た な50年 に向 け

て,日 曜 学校 が,御 霊 を求 め,救 い主

の模 範 に倣 い,主 か ら学 んだ とお りに

教 え る よ う努 め る,霊 感 を受 け た男女

で 満 た され る こ とを心 に思 い 描 くもの

で あ る。□

｢分かち合いの時間のためのアイデ力 追加分1999年4月

幽 以 下 は,初 等協 会 の指 導者 が

『リア ホナ』4月号 に掲 載 の｢分

か ち合 い の時 間｣と と もに使 用 で きる

｢分 か ち合 い の時 間 のた め のア イデ ア｣

追加 分 で あ る。 これ らのア イ デ アに対

応 す る レッス ン,指 示,活 動 は本号｢フ

レ ン ド｣12,13ペ ー ジ｢す くいぬ し,あ

が ないぬ し｣を 参 照す る。

1.検 査 官 も し くは刑 事 に変装す るた

め に,ト レ ンチ コー トを着用 し,大 き

な 虫眼 鏡 を携 帯す る。子 供 た ち に復 活

の真 実 性 に 関す る手 が か りを探 して い

る こと を伝 え る。 前 もって,準 備 され

た手 が か りのセ ッ ト(名 札,視 覚教 材,

指示,参 照聖 句)を 各 々,以 下 の 順路

で 回 れ る よう に初 等 協会 の 部屋 中 に配

置 す る。各 々の手 が か りセ ッ トに対 し

て 一人 また は複 数の子 供 を割 り当て る。

そ の子 供 た ち に名札 を付 け させ,聖 句

を読 ませ,そ して そ の聖 句 を探 求 し,

検 査官 が 質 問す る ときに報 告 で きる よ

う に させ る 。助 手 た ちが 準 備 す る 間,

初等 協会 の歌 を歌 う。手 がか り(1)ロ ー

マ の兵 士 。金 貨 。金 貨 を見 せ,夜 の 間

に イエ スの弟 子 た ちが イエ スを連 れ去

った と言 う ように買 収 された こ とにつ

い て 語 る。 マ タ イ28:2-4,11-15。
なんこう

(2)マ グ ダラ ヤの マ リヤ。 軟 膏 の入 っ

た瓶。墓 に来 た最初 の人 で あ った こ と,

園 で イエ ス を見,主 が 自分 の 名前 をお

呼 びに なった こ とを告 げ る。 ヨハ ネ20:

1,1116。(3)マ リヤ 。復活 され たイ

エ ス の絵 。復 活 された イエ ス を見 た も

う一人 の 女性 で あ る こ と,そ して イエ

ス の足 に触 っ た こ とを告 げ る。マ タイ

28:1,5-10;ル カ24:10。(4)ペ テ

ロ と ヨハ ネ。 亜麻 布 。 走 って 墓 に行 っ

た ら空 で,イ エ ス埋 葬 時 の布 だ けが あ

っ た こ とを告 げ る。 ヨハ ネ20:2-10

(5)弟 子 た ち(一 つの クラス また は男

の子数 人)。 復 活 され たイエ ス と弟子 た

ちの 絵。 扉 が 閉 まっ てい た の に もか か

わ らず,自 分 の前 に救 い 主が 現 れ られ

た と きの様 子 を一 人 に描 写 させ る。 ヨ

ハ ネ20:19-20。(6)弟 子 。魚 か蜂 の

巣の 絵 。救 い主 には骨 肉の体 が あ る こ

とを示 しなが ら,救 い主 が魚 と蜂蜜 を

食べ られ た様子 を告 げ る。 ル カ24:41
くぎ

一43(7)ト マ ス。 大 き な 釘 。 イエ ス の

くぎあと

手 と足 の釘 跡 に触 っ た と きの感触 につ

いて描 写 す る。 ヨハ ネ20:24-29。(8)
つえ

ク レオ パ。 杖。 エ マ オ に行 く途 中,主

と歩 き語 った こ とにつ いて 告 げ る。 ル

カ24:13-19,30-32(9)パ ウロ。数

字 の｢500｣と 書 か れた1枚 の紙 。 キ リ

ス トの復活 後,自 分 と500人 以上 の人が
あかし

キ リ ス トを 見 た こ と に つ い て 証 す る 。

1コ リ ン ト15:68。(10)ニ ー フ ァ イ

人 。 ニ ー フ ァ イ 人 に 現 れ ら れ た 救 い 主

の 絵 。 ニ ー フ ナ イ 人 の 一 人 に,民 を 訪

れ た 復 活 な さ っ た キ リ ス トに つ い て 描

写 さ せ る 。3ニ ー フ ァイll:612(11)

ジ ョセ ブ･ス ミス。 『モ ル モ ン書 』 と 『教

義 と 聖 約 』。 自分 と シ ドニ ー･リ グ ト ン

が イ エ ス･キ リ ス トの 示 現 を 受 け た こ

と に つ い て 告 げ,そ の 教 義 と聖 約76:
あかし

22-23の 中の 示現 に対 す る証 を読 む。

イエ ス･キ リス トは死者 の 中 か ら よみ

が え られ た こ と,そ して聖 霊が 最 も力

強 い証 を して くだ さ るこ と をに 関す る

証拠 が 非常 に多 い こ とを述 べ て締 め く

くる。
あがな

2.ボ イ ド･K･パ ッカー長老 の蹟 い

につ い ての た とえ(『 福 音 の原 則』68

71参 照)の 朗 読 劇 もし くはス キ ッ トを

行 う。 大 人 にナ レー ター を頼 み,子 供

たち に貸 し主,借 り主,そ して仲 介者

の役 を割 り当 てる。(年 長 の子供 た ちが

年少 の子供 たち の ため にス キ ッ トを行

わさせ る。)イ エス･キ リス トが わた し
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た ちの罪 の代 価 を払 って くだ さっ た こ

とを子供 た ち に理解 させ る。 イエ ス の

条 件(悔 い改 め,戒 め を守 る)に 従 う

な らば,ま た イエ ス と住 む こ とがで き

る。 前 もって墓 の絵 を描 き,肉 体 の死

とい う札 をは って お く。 ま た門 の絵 を

描 き,霊 の 死 とい う札 を は っ てお く。

イエ ス･キ リ ス トが お られ な け れ ば,

肉体 の死 も霊 の死(主 の 前 か ら断 ち切

られ る。 も しくは｢締 め 出 され る。｣)

も味 わ わ な くて はな らない。 あ らか じ

め描 いて おい た(φ)の 記 号 を墓 の上

に は り,も は や永 遠 に続 く肉体 の死 が

な い こ とを示 す。 イエ ス･キ リス トの

死 と復活 に よ り,わ た した ち も また復

活 す る。救 い 主の 絵 を霊 の死 の札 の上

に は る。蹟 い を通 して,イ エ ス･キ リ

ス トは罪 の 代 価 を払 って くだ さっ た。

わ た した ち は悔 い 改 め,戒 め を守 る な

らば,霊 の死 を克 服 す る こ とが で き,

門 を く ぐる こ とが で きる。

3.年 少 の子供 た ちの ため に,初 等協

会 の手 引 きも し くは 『福 音 の視 覚 資料

セ ッ ト』 か らの絵 を用 いて,イ エ ス･

キ リス トの死 と復 活 の物 語 を聞 かせ る。

死 者 の 中 か ら よみ が え られ た救 い 主 を

思 い起 こさせ る春 の兆候 につい て話す。

春 に土 か ら再 び命 を吹 き返 す花 に よっ

て,わ た した ち もまた生 きる こ と を思

い起 こす。 春 の兆 候 が 見 えて い れ ば,

建 物 の周 りを散歩 す る。

4.救 い主 に関す るその ほかの参 考資

料。｢復 活祭 の物 語｣(『 聖徒 の道 』1997

年4月 号,こ ど もの ペ ー ジ,89);

｢く いあ らた め わ るい行 い を正 しい

行 いにか え るこ と｣(『 聖徒 の道 』1997

年4月 号,こ ど ものペ ー ジ,10-11):

｢道が あ る｣(『 聖徒 の 道』1998年4月 号,

こ どものペ ー ジ,6-7)□
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信仰箇条のカー ドに見入る,引 率の戒能信生

先生(右)と 広報の佐倉井正彦兄弟。

何 を知 っ てい ます か,と 聞 くとほ とん

ど知 らな い。 に もか か わ らず,日 本 の

社 会 と末 日聖徒 を巡 っ て摩擦 が あ る と

い う,事 実 と違 った イ メー ジが 先行 し

て い ます 。

日本基 督教 協 議会(NCC)な ど教 派 を

超 え た宣教 団体 が あ ります け ど,そ こ

に末 日聖徒 は一切 入 って い ませ んか ら,

あま りに も交 流が な さす ぎるの です 。

『モ ルモ ン書 』 を我 々 が ど う評価 す

るか とい うこ とは なか な か難 しい問 題

です が… … た だ,賛 美歌 を歌 っ て祈 り

を共 に して み る と,祈 りの表 現 だ って

ほ とん ど共 有 で き る し,『 聖 書 』 も 同

じ もの を使 って い るわ けで す。 こ うや

っ て実 際 に顔 を合 わせ てい る と,少 な

くとも故 の ない偏 見 や差 別 は な くな っ

て い く と思い ます 。｣

日本基 督 教 団 は,多 くの プ ロ テス タ

ン ト教 派 が 合 同 して1941年 に発 足 し

た 。現在 で は全 国 に1700あ ま りの教会

が あ り,約20万 人 の信徒 を擁す る 日本

最 大 の プ ロ テ ス タ ン ト合 同 教 会 で あ

る。□

専任宣教師

リー･W･フ ァンス ワース 長老

現在,名 古屋伝道部で専任夫婦宣教師

として奉仕しているリー･W･フ ァン

スワース長老は,ア メリ力陸軍外国語

学校で日本語を学び1955年 に初めて

日本の土を踏んだ。帰国後,大 学で

｢日本学｣を 専攻し,日 本の政治学を

ライフワークとする。大学院卒業後,

フロリダ州立大学の教授となり,そ の

後ブリガム･ヤング大学(BYU)政 治学

部教授となる。交換教授として1970
キリスト

年から1971年 まで東京の国際基督教

大学,1979年 には名古屋の南山大学

でも教えた。長年の国会･選 挙･地 方

自治の研究を通じ,河 野洋平氏をはじ

め多くの政治家と親交が深い。BYUで

33年 間教鞭を執 り,一 昨年退職して

夫婦で宣教師となる。今回の伝道を含

めこれまでに28回,日 本を訪れた。

10人 の子供がおり,そ のうち3人 は日

本で伝道,2人 が日本人と結婚 してい

る。ファンスワース夫妻は現在,広 報

活動を助けながら,24年 前に長男が

伝道した三重県で伝道している。名古

屋にご夫妻を訪ね,伝 道の最前線にお

ける夫婦宣教師の働きについて,お 話

をうかがった。(編集室)

広 報宣教師 と しては どの よ うに働い てい

ますか?

わた く しは政治 学者 で した。 日本 の

政治 を教 え ま した。28回 日本 に来 た の

は,陸 軍 と今 回 の伝 道 の ほか は,い つ

綴
鈎

も 日本 の 政治 につ い て研 究 す る,あ る

い は教 え る,あ る いはBYUか ら研 修生

を連 れて 来 るた めで した。1990年 か ら
イ ン タ 　 ン

始 め た 日本の研 修 生 プ ロ グ ラムで は東

京,松 本,岐 阜,名 古屋,大 阪の か な

り大 きな企業 が研 修 生 を受 け 入れ ま し

た 。大正 製薬,竹 中工務 店,NTT,東

洋 経 済新 報社,ダ イ フ ク…… わ た くし

は180人 くらい を連 れ て来 ま した 。 こ

の プ ログ ラムは今 も続い てい ます。

例 えば今 週 わた くした ちはBYUの 研

修 生 プ ロ グラ ムで 関係 の あ った い ろい

ろ な会社 を訪 問 し ま した 。 わた く しは

今 はBYUを 退職 し ました けれ ど も,あ

い さつが て らに訪 問 して,あ る と きは

社 員 の方,ま たあ る ときは社 長 あ るい

は取締役 の方 と話 し合い ま した。

日本 でい ち ばん差 し迫 っ た問題 は何

で しょ うか,と わた く した ち は話 しま

した。 そ れは家 族 の 問題 です ね 。一 部

の子 供 た ちの犯 罪 な ど(日 本 に もア メ

リカ に も)共 通 の 問題 が あ ります。 そ

こで 『30分 あ なた の家族 の ため に』の

リー フ レ ッ トや 『家族 世 界へ の宣

言』 を渡 して,家 庭 の夕 べ につ い て少

し紹 介 しま した。 そ して｢家 族 の あ る

リアホナ/1999年4月 号
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う

社 員の た め に もう少 しこの リー フ レ ッ

トが欲 しけれ ば,あ る い は,詳 しい 内

容 が知 りた けれ ば,わ た くした ちは援

助 したい です｣と 申 し出 ま した。 そ う

い うふ うに わた くした ち は,以 前 に築

い た 関係 を使 っ て教 会 の広 報活 動 を し

て い ます 。

その ほ か に も,わ た く しは伝 道 部 長
かかみがはら もり しん

と一緒 に,岐 阜県 各務 原市 の森 真 市 長

さん に会 い に行 きま した。 彼 は以 前,

岐 阜 県議 会議 員 だ った ころ何 回 もユ タ

に行 っ た こ とが あ ります。 彼 は研 修 生

プ ログ ラム を よ く助 けて,い ろ い ろな

会 社 を紹 介 して くれ ま した。彼 が議 員

の ころ,延 べ2,000人 くらい の各 務原 市

民 を 連 れ てユ タ に来 た こ とが あ り ま

す 。1週 問 くらい の 日程 で1度 に200人 か

ら300人 くらいが来 ました。で すか らた

ぶ ん,こ の市 は た くさ んの 人が ユ

タに 行 っ た こ と が あ り ます か ら

｢家庭 の 日｣を 実施 す るのに適 して いる,

そ うい う考 えが あって行 っ たわ けです。

彼 らは ソ ル トレーク･シ テ ィー に行 っ

て,テ ンプル ス ク ウェ アや ソ ル トレー

ク湖 を見 学 しま した。 わた く しは その

度 に何 回 も行 っ て,よ くい らっ しゃい
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うこ とです ね。 名前 だ け は聞 い た こ と

が あ るけ れ ど顔 は分 か らない,と い う

場合 はCと 書 い て くだ さい。全 然,知

らな い場合 はDと 書 い て くだ さい。 そ

うや って調 査 す る と半分 はDで す 。全

然 知 りませ ん。 彼 らを宣 教 師 に紹 介 で

きます か?で きませ ん よね。

そ うや っ て調査 して,そ の 方 が友 達

つ ま りAで あれ ば3点,Bで あ れば2点,

Cで あれ ば1点,Dで あ れば0点,と し

て全 員 のス コア を着 け ま した。 普通 は

1点 あ るい は0点 で す ね。 で もあ る方 の

ス コア は30～40点 くらい です 。 た くさ

ん の ポ イ ン トが あ ります 。 そ れ な ら,

あ あ,そ の方 は たぶ ん大 丈夫,宣 教 師

に紹 介で きるで しょう?

で す か ら次 の段 階 は,そ の知 り合 い

と友 達 の 中の だ れか を宣 教 師 に紹介 し

て くだ さい,と い う こ とで す。 この リ

ス トの半分 くらいの 方 は全 然知 りませ

んか ら今 は何 もで きませ ん。 です か ら

また の機 会 を待 ち ます。 そ の 次の グ ル

ー プ の中 で も,あ ま り点数 の 高 くない

方 は下 に行 きます。 そ うや って… … 最

後 に は125人 ～130の 名 前 が出 て きま し

た。 活 発 会 員 は15人 く らい です か ら,

み ん な にあ な た は2人,あ な た は2人,

あ な た は2人 … … と2人 ず つ 委 任 す れ

ば,い ち ばん いい リス トの30人 が 割 り

当て られ ます 。 そ の30人 は友 達 で,よ

く知 っ てい ます か ら,そ れ は 山 じゃな

い,丘 です ね。 そ して専任 宣 教 師 は活

発 会 員 と一緒 に行 きます 。 わた く した

ち は電 話 をか けて,｢来 週 の 月曜 日あ

な た の2人 を訪 問 し ま し ょうか,一 緒

に行 き ま しょ う｣… …そ う して活発 会

員 は わた くした ち をそ の方 に紹 介 しま

す。 この よ うにす れ ば,可 能性 の 山 は

可能性 の 丘 にな って きます 。

今,そ の段 階が ち ょう ど終 わ りま し

た。 まだ いい か悪 い か結 果 は分 か りま

せ ん けれ ども,こ の30人 が優 先 順位 の

筆頭 です。 そ して この後,次 の知 り合

い リス トを使 い ます 。 それ か らそ の あ

と,全 然 知 らない方 の リス トを使 うつ

も りです 。 また そ のDの リス トは,分

け て専 任 宣教 師 に渡 し,近 所 を戸 別訪

問 す る と きそ の家 に立 ち寄 る よう依頼

し ま した 。 そ うい うふ うに して わた し

た ちは,最 初 の｢が っか り｣か ら積極 的

な姿 勢 に転 換 す る ことが で きま した。

そ して わた く した ち は,紹 介 され た

最 初 の リス ト30人 の 兄弟 姉 妹 に,｢あ

なた は新 た に福 音 を学 び た い で す か,

わ た くした ち は教 えた いで す ね。 そ れ

は どうで すか?教 会 に来 て くだ さい,

戻 っ て くだ さい｣と い うふ うに だん だ

ん… …本 来 の宣教 師 と して教 え る こ と

が で きる よ うにな りま した。前 半 で わ

た くしたち は広 報 につ い て話 しま した

けれ ど も,日 常 的 に は この よ うな伝 道

を してい ます。

去年 の夏,山 の ような あ ま り活 発 で

な い会員 の リス トを見 た と きは わ た く

し もが っか りしま したね 。 けれ どもそ

れ らの 人 は皆,バ プ テ スマ を受 け,聖
たまもの あかし

霊 の賜物 を受 け て,か つ て福 音 に証 を

持 ってい た方 々です 。

わた くしが1955年 に東 京 にい た こ ろ

に は 日本 に1つ か2つ の支 部 だ け しか あ

りませ ん で した。 しか し15年 後 に来 日

した時 にはス テー クがで きてい ま した。

そ して今 で は全 国 に30も の ス テー クが

あ ります。 ≡:重県 に も同 じ可能 性 が あ

ります 。確 か に ア メ リカ に較 べ れ ば,

あ ま り活 発 で な い 会 員 の 数 は多 い で

す 。 け れ ど も教 会 は続 い てい き ます 。

組織 が大 き くな り,ワ ー ドが 増 え ます 。

で もわた くした ちが い ち ばん気 をつ

けて い る こ とで す が… … その 方が,わ

た した ち(フ ァ ンス ワー ス夫 妻)の た

め に教 会 に来 るの だ とす れ ば,そ れ で

は だめ だ とい う こ とで す。 そ うい う方
み た ま

は 自分 自身 で御 霊 を感 じる こ とが必 要

です 。 その ほか には こ こに住 ん でい る

教 会員 の友 達が 必 要 です ね。 わ た くし

た ちは その うち ア メ リカに帰 って しま

い ます 。4年 前,こ こ に は夫 婦 宣 教 師

が い ま した。 その と き津 支部 には60人

く らい 教会 員 が来 て い たそ うで す。 し

か し彼 らが 帰還 して か ら減 って きま し

た。 これ で はい け ませ ん。 ヒン ク レー

大管 長 も,教 会 に入 っ てか ら活 発 で な

くな って しま うの は もった い ない,と

お っ しゃっ てい ます 。 フ ェ ロー シ ップ

とお互 いの愛 はい ち ばん必要 です ね。

津 の支 部 長 さ ん は,｢こ の支 部 の 会

員 に と って いち ば ん大切 な こ とは福 音
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を楽 しみ,う れ し く思 う気 持 ちで す｣

と言 わ れ ま した。 まさ にそ れが 必要 で

すね 。 た と え教 会 に 来て も,嫌 な気 持

ち が あ れ ば そ れ は あ ま り良 くな い で

す。 神様 の,聖 霊 か ら来 るいい 気持 ち

とか楽 しい気持 ち とか うれ しい,幸 せ

な思 い … …そ れ はわ た くした ち宣教 師

に も必 要 です 。 だれ か の生 活 に幸福 を

持 って行 くため に はね。

先 週 は,し ば ら く来 なか っ た兄弟 が

教 会 に来 ま した 。 わた く した ち はほ と

ん ど彼 と話 した ことが あ りませ ん。彼

が 来 た理 由 は… …帰 還宣 教 師 で もあ る

母 親 が12歳 の子 供 に,あ なた は教 会 に

行 か な けれ ば な りませ ん,と 言 った と

き,お 父 さん は教会 に行 って い なか っ

た。 それ で お父 さん は模 範 を示 すた め

に服 を着 替 え て教会 に行 きま した。 子

供 の た め,自 分 の家 族 の た め に。そ れ

は良 い動機 です 。

わ た くしは聖 餐会 の話 の ため壇 上 に

立 って い る と き,そ の兄 弟が い る の を

見 て ほん とうに気 持 ちが 良 か った。 そ

の方 の18歳 の 息子 さん は,日 曜 学校 の

教 師で す。 彼 は お父 さん を｢兄 弟｣と

呼 んで た くさん の質 問 を し,お 父 さん

は答 え ま した 。 その兄 弟 は,活 発 な会

員 と何 ら変 わ りな く神 権 会 の 閉会 の祈

りもされ ま した。

その ほ か に,た くさん の子供 が い る

若 い兄 弟 が来 られ ま した。 わ た くしが

｢初め ま して｣と あ い さつ す る と,｢わ

た しは以 前 のお 休 み会 員 です 。 これ か

らは教 会 に集い ます｣と 言 われ ま した。

…… び っ く りしま した 。Aグ ルー プの

リス トに よれ ば,支 部 の会 員 の ほ とん

どが彼 の友達 で した。 け れ どわ た くし

は会 っ た こ とが あ りませ ん。 会 員 たち

はい つ もそ の兄 弟 に電 話 を し,家 を訪

ね,教 会 や活 動 に来 る よ う誘 って い ま

した。 そ して彼 は宣教 師 の助 けな しで

教 会 に戻 った のです 。

友 達が 友 達 を教会 に戻 る よ う誘 う.こ

とカ㍉ 再 活発 化 の い ち ばん 良い 方法 だ

とい うこ とが分 か ります 。 わ た く した

ちが 今,津 支 部や松 坂 支 部 でや っ てい

る よ うに,宣 教 師 は会 員 と と もに行 っ

て そ れ を助 け た い と願 っ て い る の で

す。 □
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の帰還 を イエ ス様 が喜 ばれ てい る と御

霊 に よって感 じ,胸 が熱 くな りま した。

この 兄弟 は現 在 まで,一 日た りとも休

まず 出席 して い ます。 今 ま での生 活 を

悔 い改 め,も う二 度 と教 会か ら離れ ない

と決心 され ま した 。神殿 にも参 入 し,ま

た部下の方 に,『モルモ ン書 』と『教 義 と聖

約 』の合本 を渡 され た とい うことです。

主 は助 けて くださる

この御 二 人の ほか,1年 の 問に4,5人

の方 が活 発 に な った り,時 々教 会 に来

られ る よ うに な った りし ま した。 ほん

とうに うれ しい こ とです。 イエ ス様 が

喜 ん でお られ るの が感 じ られ ます。 信

仰 と希 望 と慈愛 を もって イエ ス様 の 羊

に 目 を向 ける とき,イ エ ス様 はわ た し

た ち を助 け て くだ さい ます 。 また教 会

員 と宣 教 師 が協 力 し,一一致 す る こ とに

よ り多 くの祝 福 が得 られ ます 。 これ か

らもあ ま り活 発 で ない 会 員の 方 に心 を

向 け,一 人 で も多 くの 方 に帰 っ て来 て

い ただ きた い と思 っ て い ます 。(た な

か･わ たる 監督)
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心を変えた愛の言葉

たしは数年前,支 部の神権役員

わ に召 され て い ま した。 主 の業 の

た め に明確 な ビジ ョンを持 ち,熱 心 に

働 き,あ る程 度 の成功 を収 めつ つ あ り

ま した 。 と ころが あ る とき,働 きの進

め方 で 指導 者 と意 見 が合 わ ず,不 信 感

を募 らせ て しまい ました。

一 方
,会 社 の上 司 の方 々 は わた しの

こ と を ほ ん と う に 心 配 し て くれ て,

｢酒 を飲 め ない の は不 利 だ ぞ｣な ど と

ア ドバ イス して くれ ま した 。 そ う して

わ た しは,世 俗 的 な考 え方へ と徐 々 に

傾 いて い きま した。 そ して福 音 が な く

て も十 分幸 せ に なれ る ので は ない か と

考 え る よう にな り,教 会 をお休 み す る

よ うに なっ て しまい ま した。

わた しは,福 音 に従 うと き自分 自身

の 意志 は い った い ど こにあ る の だろ う

とい う疑 問 を持 っ てい ま した。 わ た し

は 時 に相手 を批判 した り,こ れ はこ う

だ とはっ き り主張 す る こ との 中 に 自分

の 意 志 が あ る の だ と思 っ て い た の で

す。そ う して教 会 をお休 み して いた 問,

わ た しは 自分 で まい た悪 い種 に よっ て

大 きな試 練 を受 けてい ました。

その 約1年 後,わ た しは転 勤 で ほか

｢心 を一･っ に し
,思､讐 一 つ に し｣

支部の人々の愛ある言葉に導かれて

の土 地へ 行 くこ とに な りま した 。教 会

の召 しを途 中 で投 げ 出 した わ た しは非

難 され て しか るべ きなの に,な ん と支

部の み な さん は愛 あ る言 葉 を両 面 い っ

ぱい に書 いた色 紙 を贈 って下 さい ま し

た。｢わ た しが 隠 れ る よ うに座 って い

て も必 ず 声 をか け て くだ さい ま した。

そ れ が とて も うれ しか った です｣｢わ

た しは 羊 と して 養 い を 受 け ま した｣

｢お 世 話 に な りま した 。 口 で言 い表 せ

な い くらい,ペ ンで も書 き表 せ な い く

らいで す｣･…･･心 温 まる言葉 が い っ ぱ

い の色紙 で した。 わ た しは,一 つ一 つ

の言 葉 を涙 を流 しなが ら読 み ま した。

そ んな状 況で わた しは 自問 しま した。

｢19年 前 に改 宗 し,伝 道 に も出,責 任

もそれ な りに一生 懸 命果 た して きた の

に,な ぜ 活 発 で な くな って しまっ た の .

か｣｢主 に従 う こ とが 最 善 だ と分 か っ

て いて も,す ぐに主 の教 えに従 え な い

自分 が あ るの は なぜ だ ろ うか｣と 。 そ

してそ の結 論 は,わ た しは心 の底 か ら

主 に従 うこ とを望 ん で い なか った とい

うこ とで した。表面 的 には教 会 に行 き,

責任 を果 た して はい た もの の,そ れ は

自分 の心 の一 部 で しか あ りませ ん で し

た。 心 の多 くの部 分 は,自 分 の考 えや

感情 そ して世俗 的 な こと を優 先 す る こ

とを望 ん でい た ので す。 教会 の召 しも

一生 懸命 が ん ば った つ も りで した
。 で

も往 々に して,自 分 の力 で成 果 を出 し

て や ろ う とい う思 い が あ っ た の です 。
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そ して 天の 窓 は,そ の人 の信 仰 と必 要

とに応 じて 主 が開 け て くだ さ る もので

あ るに もか か わ らず,不 敬 に もわ た し

は,自 分 の 考 えや 思 い に よって 天 の窓

に手 をか けて,自 分 自身 の手 で 開 け よ

う と もが い て い た こ と に気 づ き ま し

た。 そ の思 い がわ た しの 生活 全 般 に悪

影 響 を及 ぼ してい た ので す。 そ して な

ぜ 主 が,｢心 をつ く し,精 神 をつ くし,

思 い をつ くして主 な る あな たの神 を愛

せ よ｣を 第 一 の戒 め で ある と言 わ れた

のか,そ の 理 由が 分 か る よ うな気 が し

て きま した。

わた しは,批 判 されて 当然 の と きに,
あカな

逆 に愛 あ る言 葉 をか け られ て,主 の蹟

い を思 い起 こす こ とが で き ま した。 わ

た しが どん な状 態 にあ って も愛 して く

だ さ る とい うこ と を思 って,感 無量 で

した。 その 愛 のお か げで,わ た しは も

う一 度教 会 に戻 り,福 音 を試 して み よ

うと決 心 した のです 。

.人は弱 い もので す か ら,生 まれ なが

らの 自分 を克服 す るた めに は主 の助 け

が どう して も必要 で あ る こ と,注 意 深

く自分 の心 と言動 に気 を遣 わ なけ れ ば

な らな い こ とを肝 に銘 じて,少 しず つ

そ れ を実践 して い きま した。 人 の 目の
はり

ち りを見 ず,自 分 の 目の 梁 を取 りのけ

よう と しま した。 す る とそ うす る う ち

に平安 が わ き出 して きたの です。

福音 は隣 人 を裁 く もの で は な く,あ

くまで わた し個 人 に正 義 を要 求 す る も
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